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- L  /、
我
闘
の
現
淑
を
眺
め
る
時
、
過
剰
人
口
の
問
題
が
我
図
の
前
注
に
暗
く
立
ち
ふ
さ
が
っ
τゐ
る
。
人
口
減
退
従
て
過
少
人
口
を
忠
み
と
す
る
仰
蘭
西
と
は
、
E
に
一
八
O
度
的
封
立
を
示
す
も
の
と
一
五
へ
る
。
如
何
に
人
口
を
減
ら
す
か
、
少
く
と
も
人
口
を
増
さ
ぬ
様
に
は
如
何
に
す
る
か
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
従
て
我
閣
の
絞
に
過
剰
人
口
に
忠
ん
で
ゐ
る
閣
か
ら
見
れ
ば
、
仰
向
凶
の
人
口
問
題
は
或
意
味
に
於
τは
美
ま
し
い
賢
津
病
の
絞
に
ず
ら
考
へ
る
も
の
が
多
い
と
と
L
忠
ふ
。
子
供
を
津
山
か
L
え
τ苦
し
ん
で
ゐ
る
貸
乏
人
と
、
暮
し
の
心
配
は
な
い
が
財
産
を
譲
づ
る
子
供
も
な
く
あ
ぢ
き
な
く
暮
す
老
人
と
の
封
比
に
、
日
怖
人
口
問
題
の
相
遣
を
見
る
と
と
は
、
全
く
の
見
営
遼
ひ
で
は
な
い
。
人
口
問
題
は
之
を
例
人
的
幸
一
服
の
立
場
か
ち
採
り
上
げ
る
と
と
も
出
来
れ
ば
、
叉
枇
人
目
的
図
家
的
立
場
か
ら
之
を
採
り
上
げ
る
と
と
も
出
求
る
。
個
人
的
立
場
と
云
っ
て
も
個
人
は
一
叫
ん
目
と
の
有
機
的
関
聯
に
於
て
生
活
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
問
題
も
枇
舎
の
問
題
と
な
る
し
、
叉
逆
に
社
合
的
図
家
的
立
場
も
側
人
を
離
れ
て
は
存
し
得
な
い
の
だ
か
ら
、
雨
者
は
封
立
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
否
吾
々
は
そ
の
外
に
調
和
統
一
的
立
場
の
あ
む
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
各
図
の
人
口
問
題
は
夫
々
の
特
異
性
を
示
現
す
る
も
の
で
あ
る
、
か
ら
、
そ
の
問
題
の
意
味
を
把
握
す
る
上
に
於
て
、
臨
床
型
的
に
は
或
特
定
の
立
場
が
よ
り
犬
な
る
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
と
と
は
営
然
で
あ
る
が
常
に
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
過
剰
人
口
に
恵
む
図
か
ら
云
へ
ば
、
如
何
に
過
剰
人
口
を
解
決
す
る
か
ど
問
題
で
あ
る
。
若
し
経
抗
的
人
口
扶
養
力
が
一
定
と
す
れ
ば
入
口
が
少
い
と
と
は
人
類
の
一
腕
枇
の
増
大
を
意
味
す
る
か
ら
、
そ
の
人
口
を
減
ら
す
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
決
が
可
能
で
あ
る
(
詰
コ
。
確
か
に
人
口
を
減
ら
し
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ
で
過
剰
人
口
問
題
は
解
決
さ
れ
る
誇
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
或
限
界
が
あ
る
と
と
で
あ
っ
て
、
そ
と
に
困
難
な
る
問
題
が
仏
そ
ん
で
ゐ
る
。
人
口
の
少
い
と
と
が
人
口
問
題
の
最
後
的
解
決
な
ら
ば
、
仰
関
西
に
は
人
口
問
題
は
な
い
。
英
図
の
人
口
問
題
も
な
く
な
る
。
米
閣
に
於
て
す
ら
ト
ム
ス
ン
は
人
口
増
加
が
綬
慢
と
な
り
、
停
止
す
る
と
と
の
経
消
的
不
利
盆
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
一
つ
の
ナ
ン
セ
ン
ス
に
外
な
ら
な
い
と
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
人
口
過
剰
は
人
類
に
取
っ
て
災
綱
の
一
だ
が
、
人
口
の
過
少
も
亦
人
類
の
忠
み
で
あ
る
。
私
は
過
剰
人
口
問
題
を
故
意
に
過
少
評
債
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
只
過
剰
人
口
問
題
の
外
に
、
側
関
西
の
如
く
、
叉
英
士
口
利
の
如
く
現
に
過
少
人
口
の
苦
悩
に
患
み
、
之
が
原
凶
の
究
明
に
努
め
、
そ
の
解
決
に
努
力
す
る
閣
の
問
題
が
、
仮
令
そ
の
性
質
方
向
は
呉
つ
で
も
同
様
の
重
大
問
題
で
あ
る
乙
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
人
口
減
退
が
経
消
、
一
位
合
、
政
治
の
面
に
於
て
如
何
な
る
由
一
一
向
悪
を
鷲
ら
す
も
の
で
あ
る
か
、
此
黙
に
就
て
若
干
の
考
祭
を
加
へ
る
と
と
は
、
併
蔚
西
が
何
故
に
民
剣
に
我
々
よ
り
見
て
一
一
肱
羨
ま
し
か
る
べ
き
欺
態
に
封
し
て
封
策
を
誌
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と
云
ふ
賠
に
就
て
の
認
識
と
同
情
と
を
深
め
る
所
以
で
あ
る
。
併
関
西
人
口
の
跨
来
と
そ
の
針
策
七
鰹
智
之
鰹
湾
J¥ 
ハ
詮
一
》
十
入
世
組
末
葉
悌
関
西
の
草
命
家
法
は
悌
繭
西
の
人
口
は
過
剰
で
、
社
合
的
幸
福
島
得
る
沼
に
は
、
そ
の
人
口
た
相
官
減
少
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
ゐ
る
。
「
ボ
ー
ド
ウ
ハ
切
さ
向
。
。
及
ジ
ア
ν
・
サ
シ
ア
シ
ド
レ
G
Sロ
印
曲
目
ロ
ヤ
〉
ロ
骨
骨
〉
、
ヵ
リ
エ
(
の
m
Eゆ
る
、
ア
ジ
ト
ネ
ル
ハ
〉
己
0
5ロ
0〉
及
ギ
ユ
ブ
ロ
ア
ハ
の
丘
町
円
0
3等
は
減
少
す
べ
ぎ
人
命
た
数
百
高
と
旦
槙
D
、
コ
ロ
1
・
デ
ル
ポ
ア
ハ
OG--o
円
円
国
内
H
V
Q
U
〉
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
箆
汗
は
仰
闘
四
人
千
二
百
i
千
五
百
市
内
人
必
殺
さ
ね
ば
充
分
と
は
云
へ
な
い
だ
ら
う
。
」
と
テ
イ
シ
ハ
、
思
宮
司
〉
は
云
っ
て
ゐ
る
。
之
だ
と
一
疋
ふ
必
側
関
西
人
口
ら
六
i
八
百
蔦
に
す
る
こ
と
だ
が
、
之
に
濁
し
て
驚
く
人
は
な
か
っ
た
。
ギ
ユ
ブ
ロ
ア
は
そ
の
雑
誌
に
「
ギ
ロ
チ
シ
が
全
共
和
図
に
い
つ
ま
で
も
続
い
た
と
し
て
も
、
僻
関
西
は
ま
だ
五
百
認
の
人
口
は
あ
る
で
あ
ら
う
。
」
と
書
い
た
o
之
は
決
し
て
単
な
る
設
人
的
約
箆
で
は
な
く
、
ヨ
ロ
I
・
デ
ル
ポ
ア
の
言
に
照
ら
し
て
考
へ
る
と
、
人
口
と
率
一
耐
と
に
開
削
す
る
経
済
的
概
念
た
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
見
る
も
明
か
な
如
く
、
仰
闘
西
に
於
て
も
人
口
の
誠
少
に
人
類
の
幸
縮
た
島
出
さ
ん
と
す
る
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
ハ司ロロ戸
F
3
0
u
?出
g己目。ロ
F
P
ρ
5
S
S
ロ
向
。
HPHJMMM丘三円
o
p
M
V
ω
ω
i
g
v
経
済
的
影
響
、
人
口
増
加
は
移
出
入
を
別
と
す
れ
ば
出
生
増
加
に
基
き
、
出
生
増
加
は
必
然
に
幼
少
年
階
級
の
増
大
と
な
り
‘
幼
少
年
階
級
の
増
加
は
一
定
年
後
に
は
要
就
業
人
口
と
な
る
か
ら
、
従
て
労
働
力
の
供
給
増
加
と
な
り
、
怨
に
賃
金
は
底
泊
さ
れ
、
一
般
人
口
ο
生
、
活
は
不
利
と
な
る
と
は
従
来
主
張
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
か
L
る
立
場
よ
り
は
出
生
減
退
は
大
い
に
獄
迎
さ
る
L
訟
で
あ
る
が
、
出
生
減
退
。
経
済
的
悪
影
響
に
就
て
も
亦
注
意
す
る
要
が
あ
る
。
出
生
減
退
は
一
四
才
迄
は
全
〈
消
費
者
に
渇
ぎ
な
い
幼
少
年
人
口
の
減
退
を
窓
味
す
る
が
、
之
は
生
産
者
ハ
民
義
の
努
働
者
以
の
就
業
度
比
不
利
怠
る
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
之
に
反
し
子
供
数
が
増
加
す
れ
ば
蛍
然
之
と
送
。
効
果
が
現
は
れ
る
。
幼
少
年
の
翁
の
需
要
が
大
と
な
れ
ば
、
之
に
作
っ
て
之
に
お
臨
す
る
産
業
の
就
業
皮
が
増
大
す
る
。
即
ち
そ
の
関
係
を
公
式
的
に
云
へ
ば
、
家
庭
に
於
て
子
供
が
な
い
場
合
に
は
、
二
人
の
生
産
者
即
ち
夫
と
妥
と
は
l
i何
故
な
ら
ば
子
供
の
な
い
妻
は
競
争
者
と
し
て
通
常
努
働
市
場
に
現
は
れ
、
男
性
問
労
働
力
を
盤
迫
す
る
か
ら
l
i口
ハ
二
人
の
泊
費
者
に
封
立
す
る
。
之
に
反
し
夫
妻
と
三
人
の
子
供
主
り
成
る
家
庭
で
は
一
人
の
生
産
者
(
母
は
家
庭
の
仕
事
の
局
に
家
に
習
ら
ざ
る
を
得
た
い
の
で
労
働
市
場
に
は
出
な
い
)
に
四
人
の
治
安
、
き
が
封
立
す
る
と
と
L
た
り
、
就
業
皮
は
著
し
く
上
昇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
之
は
そ
れ
自
体
確
に
正
し
い
が
、
そ
れ
は
問
題
を
徐
り
に
m
単
純
化
し
て
ゐ
る
と
一
氏
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
今
日
の
経
済
社
合
に
於
て
消
費
が
協
同
生
す
る
の
は
、
貨
幣
的
所
得
の
裏
付
け
が
あ
る
場
合
に
限
ら
る
L
の
.
で
、
即
ち
潜
在
的
な
需
要
は
必
要
な
る
財
貨
の
購
買
に
よ
っ
て
の
み
満
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
五
人
家
族
の
泊
費
額
の
如
何
は
家
父
の
所
得
額
の
如
何
に
依
る
。
そ
と
で
子
供
の
多
い
家
庭
が
子
供
の
な
い
家
庭
と
同
一
の
所
得
L
か
泣
い
場
合
に
は
、
消
費
は
金
額
的
に
は
l
l勿
論
子
供
の
な
い
家
庭
は
多
子
家
庭
よ
り
も
一
騎
貯
蓄
の
可
能
性
が
犬
で
あ
る
が
、
之
は
別
と
し
て
l
i同
一
で
あ
る
。
即
ち
治
安
の
種
類
や
方
向
が
異
る
だ
け
で
あ
る
が
、
資
は
之
が
図
民
経
済
的
に
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
。
.
多
子
家
庭
の
治
安
は
衣
食
住
と
云
ふ
絞
た
日
常
的
必
要
物
に
主
と
し
て
向
け
ら
れ
、
之
に
お
し
て
子
供
の
た
い
家
庭
で
は
多
子
家
庭
に
比
し
、
生
活
必
需
品
で
な
い
も
の
(
美
服
、
娯
楽
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
煙
五
・
〉
、
に
一
居
大
な
る
泊
費
を
充
て
L
ゐ
る
。
食
料
や
普
通
の
衣
料
品
の
泊
費
に
よ
っ
て
農
業
、
牧
者
菜
、
紡
…
版
業
等
の
産
業
が
促
進
さ
れ
、
之
に
封
し
大
衆
的
資
津
に
上
り
高
級
紡
絞
菜
、
菱
沼
醸
造
業
、
火
酒
製
造
業
、
映
遊
館
、
煙
草
・
工
業
等
が
盛
と
な
る
。
幼
少
年
階
級
の
免
の
需
要
が
減
や
る
と
、
之
が
岱
に
第
一
に
農
業
及
牧
畜
が
打
撃
を
受
け
る
。
と
一
五
ふ
の
は
無
児
家
庭
の
治
安
は
主
と
し
て
幼
少
年
階
級
の
需
要
と
は
呉
る
も
の
に
そ
の
方
向
が
向
け
ち
る
L
魚
に
、
そ
の
股
落
を
締
償
す
る
と
と
が
出
来
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
耕
地
の
紡
少
、
家
畜
数
の
減
少
と
な
り
、
図
民
経
済
的
に
喜
一
く
喜
ば
し
か
ら
ざ
る
事
態
を
生
起
せ
し
め
る
。
出
生
減
退
の
悪
影
響
は
農
業
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
止
ま
ら
歩
、
更
に
玩
共
工
業
、
墜
用
品
工
業
、
教
育
設
備
等
の
如
き
幼
少
年
を
封
象
と
す
る
も
の
が
打
撃
を
家
む
る
。
此
場
合
に
も
無
児
家
庭
の
消
費
は
、
多
子
家
庭
と
同
様
の
所
得
あ
る
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
股
落
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
な
い
。
衣
料
や
住
宅
に
就
て
も
亦
同
様
の
と
と
が
云
へ
る
。
か
や
う
に
し
て
出
生
減
退
の
結
呆
と
し
て
の
補
償
さ
れ
な
い
図
民
経
済
的
損
傷
は
之
を
別
と
す
る
も
、
無
児
家
庭
の
需
要
は
主
と
し
て
農
業
や
玩
共
工
業
等
に
比
じ
努
働
依
存
度
の
著
し
く
低
い
産
業
に
上
っ
て
生
産
さ
る
L
財
貨
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
水
没
沼
醸
造
、
火
酒
製
造
、
映
議
、
そ
の
他
大
衆
的
容
修
品
製
治
工
業
等
は
由
民
誌
に
於
け
る
食
料
生
産
や
各
担
の
絞
育
的
手
段
。
準
備
に
比
し
て
確
か
に
努
働
力
を
要
す
る
と
と
が
少
い
。
殊
に
後
者
二
つ
は
長
試
に
よ
る
勤
務
が
少
い
軌
"
に
於
て
図
民
経
抗
的
に
有
用
な
る
も
の
で
あ
る
D
而
し
て
そ
れ
は
、
資
本
主
義
経
済
に
於
け
る
景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
不
況
期
の
接
近
に
つ
れ
て
、
大
衆
的
審
修
口
仰
は
直
に
制
限
さ
れ
、
そ
の
ー
産
業
に
は
失
業
が
議
側
関
西
人
口
の
路
来
と
そ
の
鈎
策
九
経
管
と
経
酒
生
す
る
こ
と
ιな
る
が
、
日
常
の
必
需
品
に
卦
す
る
需
要
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
安
定
的
で
あ
p
、
景
気
に
は
か
L
は
り
が
な
い
黙
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
o 
以
上
に
よ
っ
て
出
生
減
退
が
労
働
市
場
従
て
図
民
経
消
に
及
ぼ
す
一
般
的
効
果
が
如
何
な
る
も
の
か
明
か
で
あ
ら
う
。
此
悪
影
響
が
一
定
の
時
、
一
定
の
図
に
於
て
如
何
在
る
程
度
に
現
は
る
L
か
は
、
特
殊
的
研
究
を
必
要
と
す
る
所
で
あ
る
。
市
し
て
此
黙
に
関
聯
し
て
共
一
例
4
と
し
て
悌
蘭
西
が
農
業
に
於
て
如
何
に
打
撃
を
受
け
た
か
に
就
て
略
説
す
る
と
と
に
す
る
。
側
関
西
は
西
欧
諸
図
中
堅
沃
な
る
農
業
閣
の
一
で
あ
る
が
、
今
日
最
円
十
や
食
料
の
自
足
自
給
を
箆
す
と
と
は
出
来
な
い
。
一
八
五
O
l七
O
年
時
代
に
は
仰
関
西
は
相
営
室
の
穀
物
を
総
出
し
て
ゐ
た
が
、
第
一
次
犬
山
戦
前
伐
に
毎
年
約
二
、
三
O
O
、
0
0
0
チ
ヱ
ン
ト
ナ
ー
の
穀
物
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
共
後
益
々
多
量
の
総
入
を
必
要
と
し
、
一
九
一
九
l
二
三
年
に
は
平
均
平
均
-
五
、
六
O
O、
0
0
0チ
ヱ
ン
ト
ナ
ー
を
総
入
し
た
。
カ
ヂ
オ
の
考
へ
に
上
る
と
近
い
将
来
に
於
τ三
千
高
チ
ヱ
ン
ト
ナ
l
以
上
の
総
入
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
と
云
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
食
糧
不
足
の
欣
態
は
今
日
に
於
て
も
改
善
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
如
斯
穀
類
の
総
入
が
飛
躍
的
増
大
を
示
す
理
由
は
震
に
数
十
年
に
沙
る
耕
地
面
積
の
減
少
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
ハ
ル
ム
ゼ
ン
の
一
五
ふ
所
で
は
、
一
八
九
O
年
に
七
百
高
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
っ
た
穀
物
栽
培
面
積
が
一
九
ん
三
年
に
は
六
百
丘
十
時
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
じ
‘
一
九
二
三
年
に
は
良
部
市
O
盛
な
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
レ
ン
の
還
付
を
父
け
た
に
も
拘
は
ら
宇
穀
物
裁
培
面
積
は
五
、
二
O
O、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
宇
、
之
に
封
し
、
休
耕
地
は
一
.
九
一
三
年
の
三
、
七
九
三
、
間
五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
閥
、
七
四
九
、
四
二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
加
し
た
。
併
し
此
裁
培
面
積
さ
へ
も
人
に
上
つ
て
は
多
す
ぎ
る
と
し
、
一
九
二
三
年
に
於
て
賓
際
は
四
百
五
十
高
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
越
え
な
、
か
っ
た
ら
う
と
し
て
ゐ
る
も
の
も
ゐ
る
o
勿
論
吾
入
は
か
h
h
る
援
化
に
)
良
実
経
営
に
於
け
る
特
換
、
即
ち
殺
初
栽
培
よ
り
牧
畜
へ
の
特
換
が
閲
聯
あ
る
と
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
交
通
特
に
鋭
道
ω
護
法
に
よ
っ
て
、
季
悦
的
に
不
利
な
る
高
原
地
に
於
け
る
穀
物
栽
掃
に
代
っ
て
、
外
闘
よ
り
安
債
な
穀
物
が
総
入
さ
る
L
絞
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
機
械
器
具
人
肥
等
が
甚
だ
高
債
と
な
っ
た
と
と
も
そ
O
原
凶
万
あ
る
が
、
必
要
な
る
労
働
力
が
得
ら
れ
た
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
ο重
大
原
凶
で
あ
る
。
マ
Y
へ
阪
府
に
於
け
る
例
を
見
る
に
、
且
τ一ニ六
O
、
C
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
穀
物
裁
措
面
肢
を
有
し
て
ゐ
た
も
の
が
四
O
年
後
に
は
一
六
一
、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
じ
た
の
に
封
し
、
牧
野
地
は
同
一
期
内
に
五
六
、
0
0
0よ
り
三
O
O、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
し
た
。
又
同
時
に
労
働
力
も
亦
五
O
%を
減
じ
て
ゐ
る
。
如
斯
に
し
て
出
生
減
退
に
上
る
土
地
荒
肢
の
経
γ
倒
的
結
果
と
し
て
地
依
O
低
溶
を
来
た
す
こ
と
ぽ
必
然
で
あ
る
。
ル
-
ケ
ル
シ
l
ハ
ル
・
乍
1
騒
〉
に
於
て
は
相
続
財
産
特
に
農
場
の
値
下
り
は
甚
だ
し
く
二
八
六
九
年
に
五
一
一
、
0
0
0法
ο炉
、
値
一
を
有
し
た
も
の
が
、
一
九
O
七
年
h
に
庄
一
七
、
0
0
0法
で
安
れ
て
足
り
、
又
一
八
七
三
年
冗
六
、
0
0
0法
の
債
依
を
有
し
た
も
の
が
、
一
九
一
三
年
に
は
一
八
、
0
0
0
法
と
な
っ
た
。
又
ベ
リ
ゴ
l
ル
で
は
一
八
七
六
年
二
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
三
二
七
、
五
O
O法
し
た
が
‘
}
九
O
八
年
に
は
そ
れ
が
)
一
三
i
五
O
O法
で
安
れ
た
o
か
や
う
な
例
は
い
く
ら
も
誕
・
げ
る
と
と
が
出
来
る
o
殊
に
ガ
ロ
ン
鈴
谷
地
方
に
於
て
は
土
地
ば
か
り
で
な
く
建
物
も
亦
著
し
い
値
下
り
を
見
せ
て
ゐ
る
。
ハ
ル
ム
ゼ
ン
は
云
ふ
。
「
出
生
減
退
及
び
そ
の
結
果
特
に
地
偵
の
下
落
に
よ
っ
て
、
側
関
西
は
一
八
七
九
i
一
九
一
間
年
の
期
間
に
三
百
五
十
億
金
誌
を
失
っ
た
。
人
間
及
金
銭
の
損
失
は
一
八
七
O
l七
一
年
の
戦
争
'A
り
遥
か
に
大
怠
る
も
ω
が
あ
っ
た
。
」
勿
論
農
村
に
於
け
る
人
口
減
退
の
み
が
か
r
h
る
現
象
の
唯
一
の
責
任
者
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
又
重
大
な
る
一
役
を
買
っ
て
ゐ
る
と
と
は
否
定
出
来
な
い
。
と
一
五
ふ
の
は
俳
尉
凶
に
於
て
も
総
て
の
地
方
に
於
て
同
一
現
象
が
あ
る
詳
で
は
な
く
、
地
方
に
よ
っ
て
は
却
て
地
債
の
高
騰
を
来
た
し
て
ゐ
る
所
も
少
く
な
い
が
、
此
等
は
仰
れ
も
人
口
の
増
加
を
見
て
ゐ
る
地
方
で
あ
り
、
又
地
伎
の
低
落
を
見
た
地
方
は
何
れ
も
人
口
減
退
の
地
方
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
出
生
減
退
に
上
っ
て
急
激
に
人
口
が
減
少
す
る
閣
は
又
財
政
的
に
話
.
々
な
る
困
難
に
一
位
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
人
口
の
減
退
は
泊
費
者
や
生
産
者
即
ち
納
税
者
。
減
少
を
意
味
す
る
と
と
ト
ミ
な
る
。
然
る
に
図
・
誕
の
)
般
行
政
変
は
殆
ど
減
じ
な
い
。
即
ち
行
政
機
構
の
規
模
も
経
済
的
諮
設
備
の
維
持
活
皆
、
例
へ
ば
道
路
、
港
湾
、
鋭
道
等
は
人
口
が
減
じ
た
程
度
に
直
に
減
る
も
の
で
は
な
い
。
か
く
て
牧
支
の
均
衡
が
破
れ
、
訟
に
財
政
の
破
綻
を
栄
た
す
と
と
い
?
な
る
。
人
口
が
減
退
す
る
困
に
於
て
は
、
過
去
に
於
け
る
財
政
負
捨
即
ち
公
依
負
拾
は
錠
々
減
少
す
る
人
々
の
双
后
に
重
匿
と
む
っ
て
来
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
L
る
将
来
・
に
希
望
を
持
ち
符
・
な
い
闘
で
は
、
将
来
そ
の
公
依
夜
行
に
超
克
し
符
ざ
る
如
き
困
難
に
遭
遇
せ
ざ
右
を
得
な
く
な
る
。
か
い
ム
る
事
情
の
下
に
於
て
財
政
の
均
術
を
計
る
こ
と
は
益
々
困
難
と
な
る
。
更
に
老
年
者
数
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
年
金
、
そ
の
他
仰
闘
西
人
口
の
賂
来
と
そ
の
鈎
捺
/ 
経
替
と
経
済
老
年
者
保
護
の
怨
の
費
用
や
補
助
金
の
増
大
を
兎
か
れ
ぬ
と
と
ト
ミ
た
る
。
同
時
に
社
命
日
保
険
の
運
替
に
困
難
を
来
た
す
と
と
も
多
く
の
人
々
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
@
而
し
て
そ
れ
が
叉
岡
家
財
政
へ
の
負
捻
の
増
大
を
来
た
す
と
と
ど
な
る
。
精
神
的
影
響
出
生
減
退
の
精
神
的
影
響
を
無
滅
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
出
生
減
退
は
側
人
的
に
女
性
や
雨
貌
に
種
々
な
る
影
響
を
興
へ
る
。
例
へ
ば
女
性
は
母
性
た
る
と
と
に
よ
っ
て
そ
の
本
来
の
特
徴
が
あ
り
、
結
勝
、
妊
娠
、
出
産
を
通
し
て
女
性
と
し
て
の
人
格
的
完
成
が
あ
る
詩
で
あ
る
が
、
従
て
妊
娠
も
出
産
も
一
経
験
し
・
泣
い
女
性
は
女
性
生
活
に
於
け
る
多
く
の
と
と
に
就
て
理
解
や
共
鳴
を
欠
き
、
正
し
い
批
判
を
下
す
と
と
が
出
来
注
い
で
あ
ら
う
。
叉
子
供
の
友
い
夫
婦
の
老
後
生
活
に
於
け
る
寂
英
と
か
孤
狛
感
と
云
ふ
絞
な
と
と
も
個
人
的
に
は
甚
だ
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
が
、
又
同
時
に
一
位
人
間
的
な
面
に
於
て
そ
の
影
響
が
現
は
れ
る
。
光
づ
図
家
の
運
命
と
の
つ
な
が
り
に
於
τ、
多
子
家
庭
が
無
児
家
庭
に
比
し
よ
り
大
旦
緊
密
で
あ
る
ζ
と
は
、
白
閣
の
将
来
に
そ
の
子
女
が
主
導
的
役
割
を
果
す
と
と
む
な
る
駐
に
於
て
、
一
居
の
閥
必
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
子
女
の
幸
福
を
希
求
せ
ざ
る
'
視
は
ゐ
な
い
の
だ
か
ら
、
従
て
彼
等
は
岡
家
の
将
来
に
封
し
て
自
然
よ
り
大
な
る
関
心
を
持
ち
、
図
家
の
利
盆
の
進
展
に
封
し
て
、
物
質
的
な
犠
牲
を
も
嫌
は
な
い
。
之
に
反
し
無
児
家
庭
に
在
つ
て
は
生
き
て
ゐ
る
限
り
貨
安
楽
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
、
あ
と
は
ど
う
な
ら
う
と
か
ま
わ
な
い
と
一
五
ふ
絞
な
全
く
利
己
的
な
矧
念
の
支
配
を
受
け
る
。
此
意
味
に
於
て
多
子
家
庭
は
図
家
を
構
成
す
る
円
以
も
健
全
な
る
細
胞
と
し
て
、
関
家
の
設
展
、
&
存
続
と
を
保
詮
す
る
も
の
と
一
五
へ
る
。
出
生
制
限
ο結
果
一
児
又
は
二
児
制
度
が
行
は
る
L
と
と
L
な
る
が
、
子
供
の
数
が
少
い
と
と
は
雨
貌
に
取
り
て
そ
の
育
成
の
費
用
を
節
約
す
る
と
と
に
な
り
、
従
て
多
予
の
場
合
に
は
出
来
な
い
宏
分
な
る
殺
育
を
阻
ハ
へ
立
派
な
人
聞
に
育
て
上
げ
、
そ
の
雨
視
と
同
等
或
は
そ
れ
以
之
の
枇
曾
的
地
位
に
就
か
し
む
る
機
合
を
大
な
ら
し
む
る
と
と
い
〉
な
る
。
之
は
資
際
出
生
制
限
の
一
の
大
き
な
迎
由
。
一
に
息
・
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
ち
此
際
乎
離
に
狽
り
児
、
又
は
こ
児
と
云
ふ
少
数
見
の
殺
育
が
致
育
接
的
凡
地
、
よ
り
来
し
て
う
ま
く
ゆ
く
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
教
育
事
上
「
濁
り
子
」
の
教
育
は
極
々
の
問
題
を
提
供
し
て
ゐ
る
。
・
常
識
的
に
考
へ
で
も
濁
り
子
が
多
子
に
比
し
て
父
母
よ
り
可
愛
が
ら
れ
、
甘
や
か
さ
れ
て
育
て
ら
れ
る
震
に
我
倍
で
利
己
的
で
、
非
社
交
的
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
兄
弟
の
多
い
も
の
は
潤
立
的
協
調
的
旦
自
由
で
あ
る
。
之
は
多
子
家
族
の
子
供
は
一
五
は
Y
一
つ
の
社
合
の
中
に
生
長
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
互
に
切
瑳
一
し
.
助
け
合
ひ
、
又
自
分
の
こ
と
は
白
分
で
す
る
気
風
を
持
つ
が
、
如
斯
は
濁
り
子
に
欠
く
る
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ル
ム
ゼ
ン
は
此
結
に
関
腕
し
て
、
悌
闘
凶
人
が
以
前
甚
バ
税
切
、
丁
卒
、
慈
一
辺
弓
寛
好
等
の
美
徳
を
共
へ
て
ゐ
た
こ
と
は
古
い
著
作
、
停
記
、
技
行
者
。
記
録
等
に
見
え
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
此
半
世
妃
に
そ
の
斡
扶
の
甚
だ
し
き
こ
と
は
驚
く
ば
か
り
で
、
旅
行
者
は
今
日
か
ど
る
美
徳
に
出
合
ふ
と
と
の
代
り
に
狭
量
と
客
沓
と
食
欲
と
が
あ
る
と
酷
評
し
て
ゐ
る
が
、
兎
も
角
も
濁
り
子
が
支
配
的
と
な
る
枇
舎
に
於
て
か
ミ
る
傾
向
は
否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
出
生
減
退
は
上
流
の
知
識
階
級
に
甚
だ
し
い
と
と
は
統
計
の
示
す
所
で
あ
る
が
、
此
鈷
に
於
て
劣
性
陶
汰
を
云
々
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
文
化
の
維
持
者
た
る
知
識
階
級
が
減
っ
て
精
一
別
的
に
劣
っ
た
大
求
。
支
配
す
る
位
合
と
な
る
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
所
謂
知
識
階
級
に
於
τ
出
生
率
が
低
く
、
悪
質
遺
伴
者
に
於
て
高
い
こ
と
は
統
計
の
教
へ
る
所
で
あ
り
、
又
後
者
が
甚
だ
増
加
し
つ
L
あ
る
と
と
も
事
貫
で
あ
る
。
併
し
文
化
の
紘
持
者
を
以
て
上
流
知
識
階
級
の
み
に
限
る
と
と
が
果
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
、
又
悪
質
遺
体
者
の
増
加
が
果
し
て
駐
舎
の
文
化
的
隆
一
洛
を
給
処
す
る
程
大
な
る
も
の
と
な
る
か
疑
問
で
あ
ら
う
。
最
後
に
出
生
減
退
ば
老
年
者
階
級
を
増
大
せ
し
め
、
人
口
の
老
年
化
を
来
た
す
が
、
そ
の
結
某
必
然
に
世
舎
を
し
て
保
守
退
嬰
的
な
ら
し
め
科
臨
?
の
進
歩
、
政
治
枇
合
経
動
に
趨
臆
す
る
を
得
、
ず
、
局
に
文
化
の
停
頓
を
来
た
す
と
と
は
‘
容
易
に
結
論
し
得
る
所
で
あ
る
。
此
貼
に
就
て
は
ト
ム
ス
ン
も
可
成
詳
論
し
て
ゐ
る
。
図
防
に
及
ぼ
す
影
響
出
生
減
退
従
℃
人
口
減
退
が
俳
蔚
凶
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
先
づ
図
防
的
凡
地
よ
り
で
あ
っ
た
。
之
は
人
口
制
限
を
有
利
な
り
と
す
る
自
由
主
義
者
に
於
τも
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
鈷
で
、
如
何
な
る
平
和
的
な
闘
で
あ
っ
て
も
、
隣
国
の
戦
闘
力
や
図
境
防
備
の
欣
態
に
無
関
心
な
図
は
あ
る
ま
い
。
帥
関
西
の
出
生
減
退
従
て
、
調
迭
に
封
す
る
そ
の
人
口
増
加
に
於
け
る
懸
隔
が
堪
へ
宇
倒
蔚
西
を
し
て
、
そ
の
安
全
に
封
す
る
不
安
而
し
て
そ
れ
よ
り
生
宇
る
人
口
の
劣
位
性
に
封
す
る
闘
力
萎
縮
の
念
が
、
そ
O
外
交
に
於
τ焦
慮
。
念
に
駆
ら
し
め
た
る
と
と
は
否
む
を
得
な
い
ハ
詮
二
百
ハ
詮
ニ
〉
か
‘
る
考
へ
方
は
以
前
よ
り
存
し
た
聞
で
あ
る
o
シ
エ
1
ネ
は
云
ふ
。
「
:
:
:
一
八
六
均
年
普
塊
験
後
は
敷
の
必
要
性
た
明
か
に
し
、
営
時
マ
ル
サ
ス
主
義
が
主
流
在
日
同
し
て
ゐ
た
時
代
思
潮
に
反
留
た
興
へ
た
。
此
勤
き
は
プ
八
七
O
年
の
惨
事
及
び
そ
の
後
の
人
口
調
査
が
惨
認
な
る
現
質
に
よ
仰
蔚
西
人
口
の
路
来
と
そ
の
関
策
経
替
と
鰹
済
四
っ
て
従
来
全
く
慣
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
思
想
島
支
持
す
る
に
至
っ
た
時
に
、
或
力
在
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ぜ
う
し
て
以
前
あ
れ
程
批
難
さ
れ
て
ゐ
た
人
口
増
加
の
奨
闘
に
人
々
が
復
蹄
せ
ん
と
し
、
叉
政
府
が
昔
時
の
如
く
干
渉
た
試
み
ん
と
す
る
に
至
っ
た
か
。
経
済
塑
者
は
最
初
の
総
て
の
政
治
的
事
項
と
同
様
に
時
と
共
に
推
移
し
、
叉
只
或
図
に
の
み
し
か
活
用
さ
品
ぬ
銭
な
、
そ
の
時
の
政
治
的
必
要
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
問
中
設
に
濁
し
て
は
好
意
4
笠
原
さ
な
か
っ
た
。
然
る
に
此
図
は
側
関
西
で
あ
り
、
従
て
知
何
な
る
犠
牲
た
拐
っ
て
も
そ
の
優
越
性
は
之
た
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
口
調
査
が
明
か
に
せ
る
事
態
の
持
践
の
前
に
は
鰹
問
問
も
そ
の
澄
ん
だ
高
所
在
去
っ
て
、
陀
特
殊
事
情
在
段
討
し
、
そ
の
原
因
か
探
究
し
、
可
館
な
れ
ば
そ
の
故
酒
手
段
在
昆
出
さ
ん
と
し
た
。
」
ハ
f
H
L
出
口
町
ロ
∞
口
忠
ロ
タ
呂
田
吉
宮
内
F
E
E
M
M
己
主
o
ロ
司
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云
ふ
迄
も
な
く
一
図
の
図
防
力
は
主
と
し
て
、
兵
力
、
資
材
、
税
力
の
三
要
素
の
如
何
に
依
る
。
兵
力
の
大
小
は
出
生
の
如
何
に
上
る
が
、
此
描
出
生
減
退
に
よ
っ
て
脅
威
を
受
け
て
ゐ
る
。
沓
い
資
料
で
あ
る
が
、
仰
関
西
軍
隊
の
出
身
家
段
別
構
成
を
見
る
と
、
一
九
一
一
年
に
於
て、
c:' 
子
供
四
人
在
有
す
る
申
郵
政
よ
り
の
出
身
者
一
五
μ
h
v
五
人
h
v
一五
d
p
b
v
六
人
h
v
九
%
h
ゲ
七
人
タ
八
戸
b
v
八
hγ
七
%
f
と
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
入
隊
兵
の
半
数
が
多
子
家
族
よ
り
の
出
身
者
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
の
後
此
多
子
家
肢
の
故
が
減
少
せ
る
と
と
は
統
計
の
示
す
所
で
あ
ろ
(
拙
稿
、
「
仰
関
西
人
口
構
成
並
に
そ
の
時
鈍
化
に
就
て
」
商
業
と
経
済
第
十
九
怠
第
二
勝
参
照
〉
O
此
勤
質
問
一
旦
共
に
軍
隊
の
低
下
に
忠
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
黒
人
部
隊
、
外
人
部
隊
に
そ
の
兵
力
不
足
の
補
頃
を
仰
が
ざ
る
を
得
な
〈
な
っ
た
o
併
し
之
が
如
何
に
危
険
な
る
か
は
、
ロ
ー
マ
帝
闘
が
図
防
の
勾
に
縫
扶
の
刊
誌
宏
一
開
始
し
た
時
、
そ
の
防
護
一
準
備
さ
れ
た
史
買
に
よ
っ
て
も
明
か
ま
る
。
共
に
戦
争
資
材
に
就
て
ピ
あ
る
が
、
近
代
戦
争
の
特
色
と
し
て
盆
々
経
費
を
食
ふ
と
と
に
な
り
、
財
政
的
負
拾
の
増
大
を
来
た
す
が
、
人
口
減
退
は
之
に
堪
へ
る
と
と
公
一
，
次
第
に
困
雑
を
加
え
る
こ
と
L
な
る
。
次
に
投
力
は
結
局
そ
の
生
産
力
の
綜
合
、
特
に
金
属
、
機
械
、
化
閣
で
工
業
の
能
力
の
如
何
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
等
し
い
文
明
の
下
に
於
て
は
、
生
産
力
は
人
口
の
大
な
る
図
に
於
て
よ
り
犬
で
あ
る
。
何
と
友
れ
ば
、
人
口
の
大
た
る
所
に
於
て
は
市
場
も
大
で
あ
る
か
ら
、
従
て
工
場
も
多
〈
な
り
、
生
産
主
増
大
す
る
が
、
之
に
反
し
人
口
減
少
の
闘
に
於
て
は
、
そ
の
逆
の
現
象
が
起
る
か
ら
で
あ
る
。
ポ
プ
ラ
が
「
兵
力
や
資
材
や
戟
力
が
無
限
に
減
、
ヂ
る
の
を
扶
手
傍
観
せ
ざ
る
を
得
な
い
闘
が
、
ど
う
し
て
人
口
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
図
を
し
て
、
自
国
の
慌
利
を
骨
骨
主
せ
し
め
た
り
、
或
は
そ
の
結
民
地
を
防
衛
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ら
う
か
。
如
何
に
し
て
持
続
的
平
和
を
希
求
す
る
と
と
が
出
来
る
だ
ら
う
か
。
此
問
題
に
お
し
て
何
等
の
迷
家
は
許
さ
れ
た
い
。
充
分
た
る
出
生
hm
園
防
の
基
本
的
要
素
の
・
一
で
あ
る
。
之
は
況
に
希
除
、
経
路
の
絞
験
済
の
と
と
で
あ
'
る
c
」
と
述
べ
た
の
は
、
第
二
弐
大
戦
の
起
る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
危
倶
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
そ
の
佳
現
貨
の
悲
劇
と
な
っ
て
俳
関
西
を
襲
っ
た
こ
と
は
人
の
知
る
如
く
で
あ
る
。
平
和
は
高
人
の
欲
す
る
所
で
あ
り
、
恒
久
平
和
O
哩
恕
に
向
っ
て
人
類
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
献
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
現
賓
の
図
際
関
係
の
前
注
は
荊
椋
の
道
で
あ
り
、
恒
久
平
和
の
哩
恕
は
、
人
類
の
滋
命
な
る
努
力
に
も
拘
は
ら
宇
、
早
急
に
は
寅
現
さ
る
べ
く
も
な
い
。
兎
も
角
も
怖
一
凶
西
が
外
交
問
題
に
於
け
る
深
刻
な
る
忠
み
の
背
後
に
宿
命
的
な
出
生
減
退
が
あ
っ
た
と
と
は
、
ポ
プ
ラ
と
共
に
何
人
も
之
を
認
め
ざ
る
を
ね
・
な
い
で
あ
ら
う
。
以
上
出
生
減
退
、
延
ひ
て
人
口
減
少
の
経
済
的
・
財
政
的
・
心
浬
的
・
国
防
的
影
響
に
就
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
事
買
に
於
て
は
此
等
の
影
響
は
相
互
に
か
ら
み
あ
っ
て
、
一
一
段
そ
の
一
悪
影
響
を
深
刻
且
主
大
な
ら
し
め
て
が
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
@
前
に
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、
外
国
人
の
問
題
に
し
て
も
、
側
関
西
に
於
け
る
人
口
の
不
足
が
第
一
次
大
戦
後
荒
廃
地
の
復
興
の
翁
に
、
外
因
人
の
六
万
流
的
流
入
を
来
た
す
と
と
L
な
っ
た
が
、
之
は
山
単
な
る
経
済
問
題
で
は
な
く
、
又
そ
れ
と
共
に
心
理
的
に
も
、
叉
図
防
的
に
も
種
々
た
る
困
難
を
生
起
せ
し
め
て
ゐ
る
。
更
に
俳
蘭
凶
人
が
円
以
も
そ
の
誇
り
と
し
て
ゐ
る
仰
前
回
一
請
の
優
越
住
普
及
性
も
出
生
減
退
に
よ
っ
て
一
大
打
撃
を
受
け
つ
L
あ
る
と
と
は
、
仙
川
市
附
凶
の
文
化
的
屈
辱
と
し
て
彼
等
の
堪
へ
維
い
と
と
で
あ
る
と
と
も
多
く
の
向
学
者
の
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
か
や
う
に
し
て
出
生
減
退
の
及
ぼ
す
影
響
は
、
吾
々
が
巧
へ
て
ゐ
る
以
上
に
、
民
汎
旦
深
刻
な
る
も
の
が
あ
る
。
か
く
考
へ
る
時
、
「
出
生
。
低
落
を
停
止
せ
し
め
る
と
と
が
仰
蔚
凶
に
攻
つ
τ生
死
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
疑
ふ
も
の
は
な
い
で
あ
ち
う
。
」
/
 
側
関
西
が
直
面
じ
て
ゐ
る
此
生
死
の
問
題
に
討
し
て
、
側
関
西
が
只
扶
手
傍
観
す
る
と
云
ふ
と
と
は
な
い
。
請
に
も
述
べ
た
践
に
、
現
欣
が
悲
州
倒
的
で
あ
る
と
云
ふ
正
し
い
認
識
が
あ
る
と
と
が
、
そ
の
現
欣
に
お
す
る
諦
視
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
否
却
て
怖
蘭
西
に
決
意
と
希
望
と
を
阻
ハ
へ
、
此
事
態
を
如
何
に
改
善
す
べ
き
か
、
よ
り
力
強
き
針
策
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
併
闘
西
人
口
の
鰭
来
と
そ
の
簡
捷
五
館
町
営
と
べ
経
済
一六
四
前
節
に
於
て
併
関
西
に
於
け
る
出
生
減
退
に
基
く
人
口
減
退
が
仰
蘭
凶
に
成
り
て
如
何
な
る
害
悪
を
鷲
ら
し
て
ゐ
る
か
に
就
て
述
べ
た
。
従
て
此
人
口
の
勤
き
に
討
し
て
何
を
翁
す
べ
き
か
a
人
口
を
維
持
し
、
減
退
を
阻
止
す
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
。
云
ふ
迄
も
な
く
、
人
口
の
量
的
維
持
を
計
る
震
に
は
、
側
関
西
の
人
口
減
退
の
根
本
原
凶
が
出
生
減
退
に
在
る
以
上
、
蛍
然
に
如
何
に
し
て
そ
の
減
退
を
阻
止
し
、
そ
の
増
加
を
計
る
か
に
主
知
が
置
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
人
口
の
増
減
が
主
と
し
て
出
生
死
亡
の
差
で
あ
る
限
り
、
死
亡
の
問
題
に
封
し
て
無
関
心
で
あ
る
べ
き
謂
れ
は
な
い
。
人
口
確
保
封
策
の
二
大
支
佐
と
し
て
死
亡
の
減
少
と
出
生
の
維
持
増
加
の
二
つ
が
あ
る
諮
で
あ
る
。
此
賠
よ
り
先
づ
死
亡
減
少
が
問
題
と
な
る
詳
で
あ
る
が
、
死
亡
減
少
の
問
題
は
人
口
の
維
持
増
加
と
云
ふ
観
拙
か
ら
ば
か
り
で
な
〈
、
泊
剰
人
口
に
患
ん
で
ゐ
る
我
図
の
如
き
所
に
在
つ
で
も
、
死
亡
の
増
加
と
一
五
ふ
が
如
き
と
と
は
政
策
と
し
て
は
考
へ
ら
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
肺
結
核
、
梅
毒
、
癌
等
に
封
ず
る
闘
争
、
不
良
住
宅
の
改
善
、
枇
命
日
街
生
、
保
健
施
設
の
完
備
等
の
必
要
に
就
て
は
云
ふ
迄
も
な
い
と
と
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
死
亡
減
少
策
は
人
狽
の
幸
一
耐
を
増
進
す
る
も
の
.
と
し
て
大
な
る
文
化
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
稿
で
も
燭
れ
た
様
に
倒
防
西
は
西
欧
諸
国
に
在
っ
て
そ
の
死
亡
卒
は
決
し
て
低
い
方
で
は
な
い
。
そ
れ
は
輝
か
し
い
飾
蔚
西
文
化
を
考
へ
る
時
、
悌
蔚
凶
の
不
各
容
と
す
る
所
で
あ
り
、
死
亡
率
の
減
少
を
計
る
こ
と
は
仰
蔚
凶
と
し
て
文
化
闘
の
回
目
上
よ
り
も
営
然
に
努
力
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
況
や
そ
の
人
口
欣
態
に
照
ら
し
て
そ
の
急
務
な
る
と
と
は
喋
々
を
要
し
な
い
。
仰
蘭
回
の
高
死
亡
の
原
'
凶
と
し
て
!
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
過
飲
を
誕
・
げ
る
も
の
が
あ
る
が
、
統
計
的
に
ば
之
を
以
て
直
ち
に
仰
関
西
の
高
死
亡
卒
の
原
凶
と
す
る
と
と
は
趨
営
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
過
飲
が
恐
る
べ
き
疾
病
や
不
道
徳
の
采
地
を
椛
成
す
る
も
の
と
し
て
間
接
的
原
因
た
る
と
と
は
之
を
否
定
し
得
な
い
。
か
L
る
慣
習
を
一
明
一
タ
に
改
め
得
な
い
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
一
位
命
日
保
健
教
育
に
よ
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
遁
飲
の
害
を
関
知
せ
し
め
、
図
民
の
自
制
に
待
つ
の
外
は
注
い
で
あ
ら
う
。
堕
胎
の
問
題
は
人
口
政
策
を
考
へ
る
に
蛍
っ
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
大
問
題
で
あ
る
。
と
云
ふ
の
は
之
は
文
明
閣
に
於
け
る
出
生
減
退
に
重
大
な
る
影
響
を
輿
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
は
堕
胎
と
云
へ
ば
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
の
そ
れ
を
考
へ
、
統
計
上
現
は
る
L
そ
の
敢
が
甚
だ
少
い
の
を
見
て
或
は
之
を
過
少
評
慎
ず
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
大
な
る
談
り
で
、
民
い
意
味
に
於
て
人
工
流
庄
が
民
汎
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
ト
多
く
の
産
婦
人
科
皆
の
詮
一
日
一
目
す
る
所
で
あ
る
o
一
九
三
O
年
の
推
計
に
よ
る
と
獄
逸
に
於
け
る
人
工
流
産
の
数
は
六
G
G
F
0
0
0
l
八
O
O
、
0
0
0
と
の
事
で
、
之
は
第
)
失
大
戦
前
の
約
三
倍
で
、
記
録
さ
れ
た
出
生
数
の
約
三
分
の
こ
に
等
し
い
と
と
に
な
る
。
米
関
で
も
そ
の
段
を
二
百
寓
と
見
積
る
人
も
あ
る
が
、
コ
ス
マ
ッ
ク
に
よ
る
も
、
都
合
同
地
に
於
て
出
生
に
釘
す
る
流
庄
の
割
合
は
二
、
五
封
一
に
封
し
、
田
舎
で
は
五
封
一
で
‘
之
は
米
図
全
体
で
流
庄
が
五
十
高
以
上
に
上
る
計
算
に
在
る
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
決
し
て
少
い
数
で
は
な
い
。
ル
パ
ー
ジ
ユ
は
巴
里
氏
於
て
流
産
〈
陸
一
胎
を
含
め
て
)
は
出
生
の
数
と
等
し
い
と
し
、
そ
の
う
ち
八
O
%
は
人
工
流
産
で
あ
る
と
云
っ
て
ゐ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
巴
旦
に
於
け
る
一
ヶ
年
の
流
売
数
は
二
O
、
0
0
0
胎
で
あ
る
が
、
人
に
よ
っ
て
は
聞
か
ら
閣
の
流
産
が
そ
の
ご
、
三
倍
は
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
此
等
は
そ
の
と
と
の
性
質
上
正
確
な
る
統
計
が
得
ら
れ
宇
、
又
そ
の
推
計
が
可
成
り
誇
大
に
局
さ
れ
る
と
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、
流
庄
が
今
日
人
口
制
限
に
一
役
を
果
し
つ
L
あ
る
事
賓
は
看
過
す
る
を
得
た
い
。
流
産
(
堕
胎
)
が
芭
疑
出
生
の
減
少
に
関
係
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
は
、
流
産
に
よ
る
母
性
死
亡
率
で
あ
る
。
そ
の
卒
は
米
図
に
於
て
は
地
方
に
よ
っ
て
鼻
、
る
が
二
!
四
%
と
見
積
ら
れ
、
之
の
局
に
死
亡
す
る
数
は
八
、
0
0
0
人
と
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
は
勿
論
一
切
の
流
産
を
合
ん
で
ゐ
る
が
、
所
詔
堕
胎
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
と
と
は
容
易
に
結
論
し
得
る
所
で
あ
る
。
併
関
西
も
そ
の
例
に
決
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
堕
胎
は
妊
娠
中
絶
の
簡
単
な
方
法
と
し
て
、
特
に
下
居
階
級
に
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
震
の
死
亡
率
は
欧
米
諸
図
の
研
究
に
よ
れ
ば
著
し
く
高
く
焼
娠
中
の
死
亡
の
こ
O
l
二
五
%
に
上
る
と
の
と
と
で
あ
る
。
更
に
叉
之
が
銭
に
後
天
性
不
妊
症
を
来
た
す
と
と
も
看
過
す
べ
き
で
な
い
。
そ
の
段
を
推
計
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
閤
一
者
の
研
究
に
よ
っ
て
悪
影
響
あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
か
く
て
堕
胎
の
問
題
は
人
口
維
持
。
翻
貼
に
立
つ
時
、
堕
胎
を
な
く
す
る
と
と
は
、
相
官
数
の
出
生
段
、
一
乞
増
加
す
る
と
と
に
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
そ
れ
よ
り
生
や
る
母
性
の
死
亡
を
節
約
し
、
又
そ
れ
上
り
生
宇
る
不
焼
症
を
た
く
し
、
之
に
よ
っ
て
将
来
人
口
増
加
の
源
泉
が
そ
の
限
り
に
於
て
確
保
さ
る
L
と
と
L
な
り
、
そ
れ
が
人
口
維
持
の
上
に
貢
献
す
る
と
と
け
だ
し
少
た
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
従
て
仰
関
西
の
如
き
図
に
於
て
は
、
か
t
A
る
祉
合
災
繭
に
封
し
て
は
、
図
家
は
強
椋
を
以
て
そ
の
蹄
墜
に
努
む
ぺ
き
は
一
一
一
日
を
侠
た
ぬ
。
死
亡
率
の
改
善
は
文
化
図
と
し
て
蛍
然
潟
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
仰
関
西
の
如
き
比
較
的
高
死
亡
率
の
図
に
於
て
そ
の
お
に
よ
り
一
暦
の
努
力
を
傾
注
す
べ
き
裂
が
あ
る
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
所
で
訟
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
は
、
死
亡
率
の
改
善
に
よ
っ
て
倒
人
の
生
命
を
延
長
す
る
と
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
限
界
の
あ
る
と
と
で
、
如
仰
に
衛
生
設
備
が
完
備
し
、
欝
撃
が
進
歩
し
、
今
日
人
類
の
部
胸
囲
人
日
の
附
出
来
と
そ
の
抑
制
誌
七
鱈
替
と
経
済
一
入
設
大
の
敵
で
あ
る
結
一
筏
や
癌
等
に
封
す
る
治
療
方
法
が
完
成
し
た
か
ら
と
云
っ
て
、
人
類
。
生
命
を
永
遠
な
ら
し
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
間
は
結
局
露
命
が
延
び
た
と
と
ろ
で
、
何
年
か
の
後
に
は
老
衰
共
他
の
原
因
に
よ
っ
て
死
ぬ
る
。
諸
積
の
病
気
の
克
服
に
よ
っ
て
何
寓
人
何
千
人
か
の
生
命
が
救
は
れ
た
と
し
て
も
、
何
年
か
経
て
ば
そ
れ
は
他
の
原
凶
に
よ
る
死
亡
の
増
加
に
よ
っ
て
相
殺
さ
る
L
と
と
に
な
る
。
倒
人
の
生
命
の
延
長
は
側
人
に
取
っ
τも
、
一
位
合
に
取
っ
て
も
誠
に
喜
ぶ
べ
き
と
と
で
、
そ
乙
に
文
化
の
後
展
の
偉
大
な
る
思
惑
が
あ
る
諜
で
あ
る
が
、
人
口
接
的
に
云
へ
ば
或
病
試
に
よ
っ
て
死
す
べ
き
も
の
が
助
か
っ
て
も
、
子
供
を
持
っ
て
再
生
産
に
閲
興
す
る
と
一
五
ふ
と
と
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
人
口
減
退
期
が
何
年
か
延
期
さ
れ
た
だ
け
で
、
窮
局
的
に
は
人
口
の
維
持
の
員
の
プ
ラ
ス
と
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
死
亡
率
。
低
下
は
出
生
数
を
同
一
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
人
口
の
自
然
増
加
と
な
る
が
、
減
っ
た
死
亡
数
は
幾
年
か
の
後
の
死
亡
増
の
原
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
τ人
口
の
維
持
と
云
ふ
貼
よ
り
は
死
亡
の
減
少
は
一
時
的
の
手
段
で
あ
っ
て
、
出
生
の
確
保
と
云
ふ
と
と
が
根
本
的
保
件
と
な
る
。
勿
論
そ
れ
は
死
亡
卒
の
低
下
に
封
す
る
努
力
を
軽
減
し
或
は
極
秘
せ
ん
と
す
る
も
の
で
な
い
と
と
は
断
る
迄
も
な
い
。
(
以
下
失
競
)
